
 
国家戦略会議・人材ウィーク 
～次世代の育成と雇用創出～ 

 
 

 4 月 9 日（月）の国家戦略会議において、日本再生の鍵として、人材の育成と確保につ

いて、集中的な議論を行いました。民間議員からのご提言やその議論を検証、深化させる

ため、”人材ウィーク”として、人材育成の現場視察や、関係者との意見交換を行いました。 

 

＜主な論点と関係する政策課題＞ 

世界の人材輩出国への飛躍 

世界で活躍し、イノベーションを起こす人材を社会に輩出するためには？ 

 ギャップイヤー導入に向けたロードマップの策定 

 その活用による青年海外協力隊等海外ボランティア活動への参加促進  等 

 海外留学の推進 

 外国人教授の積極的採用（倍増） 

 海外大学等との連携(単位相互認定、ﾀﾞﾌﾞﾙ･ﾃﾞｨｸﾞﾘｰ) 等 

 

層の厚みの確保 

多くの多様な人材を含む中間層が、活躍し続ける環境をどのように構築すべきか？ 

 中小企業と地元高等専門学校等との連携 

 成長産業に対応した高等専門学校の増設 等 

 農業の新規就労の促進 等 

 

＜人材ウィークの現場視察・意見交換のスケジュール＞ 

 



 
古川国家戦略担当大臣の秋田出張の概要 

 
 

  古川国家戦略担当・経済財政政策担当大臣及び長谷川国家戦略会議議員が下記のとおり、9日の

国家戦略会議において議論をした下記の論点を検証するために、「国家戦略フォーラム in 秋田」へ

の出席及び企業等の視察、秋田県経済団体との意見交換会のため、秋田へ出張いたしました。 

 

【論点】 

○世界の人材輩出国への飛躍 

・世界で活躍し、イノベーションを起こす人材を社会に輩出するためには何をすべきか？ 

○層の厚みの確保 

・多くの多様な人材を含む中間層が、活躍し続ける環境をどのように構築すべきか？ 

 

 

記 

 

 

１．日 時  ４月１４日(土)  １２：５０～１３：３０（①視察) 

                １４：１０～１４：４０（②視察） 

                １６：００～１７：３０（③経済団体との意見交換会)       

 

４月１５日(日)   ９：００～１０：３０ (④視察) 

         １３：１０～１４：００（⑤国際教養大学生との懇談会） 

         １４：００～１６：００（⑥国家戦略フォーラム） 

 

 

２．場 所  ①  農業組合法人たねっこ：秋田県大仙市協和小種字鏡台 109-1 

       ②  株式会社高橋酒造店：秋田県仙北郡美郷町六郷字宝門清水 72-13 

       ③  秋田ビューホテル：秋田県秋田市中通 2-6-1 

       ④  独立行政法人 秋田工業高等専門学校：秋田県秋田市飯島文京町 1-1 

       ⑤  公立大学法人 国際教養大学    ：秋田県秋田市雄和椿川字奥椿岱 

         

 

３．国家戦略フォーラムとは 

『日本再生戦略』を骨太なものにするためには、地方における先進的な取組事例や御意見を取り入

れていくことが重要との観点から、国家戦略会議議員による地方視察や意見交換会を開催します。 

岡山に続き、「国家戦略フォーラムin秋田」と題し、秋田県の『次世代の育成と雇用創出』に関わ

る視察及び企業経営者等とのディスカッションを行い、今後の『日本再生戦略』の策定に活かして

いきます。 

 

４．「国家戦略フォーラムin秋田」出席者 

 国際教養大学学長    中嶋 嶺雄   

 由利本荘市教育委員会教育長   佐々田 亨三  

 国際教養大学生    酒井 大介  

 国際教養大学生    中田 寛人  

 

 

以上 

  



 
「国家戦略フォーラム in 秋田」の概要（報告） 

 

１．趣旨 

 「日本再生戦略」を骨太なものにするためには、地方における先進的な取組事例

や意見を取り入れていくことが重要との観点から、国家戦略会議議員による地方視

察や意見交換会を開催。前回の岡山に続き、「国家戦略フォーラム in 秋田」と題し、

地域の次世代の育成と雇用創出の取組みについて、現地の教育機関や企業の経営者

等と意見交換を実施。 

 

２．開催概要 

日にち：平成 24 年４月 14（金）- 15 日（土）  

テーマ：グローバル人材の育成のため教育機関・社会・政府として必要なこと 

出席者 :古川元久  国家戦略担当大臣・国家戦略会議副議長 

長谷川閑史 国家戦略会議有識者議員・武田薬品工業株式会社代表取締役

社長 

中嶋嶺雄  国際教養大学学長 

佐々田亨三 由利本荘市教育委員会教育長 

国際教養大学学生 

 

３．主な意見・指摘事項 

（グローバル人材とは？） 

語学力に加えて、コミュニケーション能力を備えるべき 

 少なくとも英語は必要。更に、第 3外国語を学ぶべき 

 企業視点からは、特に新興国・アジアで通用するｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力が必要 

オープンで柔軟に物を考え、自らのアイデンティティを失わないことが大事 

 語学力だけでなく教養全般を身に着けるべき 

 ふるさと、地域、日本について自信と誇りを持って語るべき 

 

（グローバル人材を輩出するためには？） 

自らを「外国」にさらし、実生活経験を積む 

 日本発の留学生、日本に来る外国人留学生を増加させる必要べき 

 大学入試をゴールにした日本の語学教育や硬直化した仕組みを変化させるべき 

 日本の語学教育を、文法重視からコミュニケーション重視へシフトすべき 
 


